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研究背景 テラヘルツ(THz)波は、その特徴で

ある透過性と指紋スペクトルを活かした工業

製品の非破壊検査，ガス濃度分析，医薬品の分

光分析などへの応用が期待されている[1]。多

様な検査応用への適用のためには、感度の向上

が求められる。非線形光学結晶を用いた光注入

型 THz 波パラメトリック発生器(is-TPG)は、高

出力とコヒーレントであることを特徴とする

光源である[2]。この方式では検出光と同じ光

路上に非線形光学結晶を用いた THz 波検出器

により THz 波に依存しない非コヒーレントな

不要光が生じる課題があった。干渉法はコヒー

レント光を検出する方法として知られている

[3]。そこで高感度化のために is-TPG へ干渉法

を適用した検出方法を検討した。 

測定方法 Fig. 1 に is-TPG の装置構成を示す。

is-TPG に干渉法を適用するため、光学系を追

加した。THz 波を赤外に変換した検出光と THz

波に依存しない不要光を分離するため、検出光

とアイドラー光をビームスプリッタで合波し、

干渉した光の強度を光センサで測定した。光遅

延器 1、または光遅延器 2 を動かして、検出光

とアイドラー光の位相差を 0～2πと変化させ、

干渉で強め合う最大値と弱め合う最小値との

差を出力電圧値とした。不要光は干渉性がない

ため、位相差によらず合波した光強度は一定と

なる。そのため、異なる位相での光強度の差を

出力電圧値とすることにより不要光による影

響が低減する。干渉して検出した場合と不要光

が重畳した検出光を光センサで直接検出した

場合との比較を行った。 

結果 Fig. 2 に is-TPG 方式テラヘルツ波測定

装置に干渉法を用いた場合と直接検出した場

合(直接検出法)の結果を示す。THz 波が減衰す

ると不要光やセンサの雑音によって出力電圧

が飽和する。しかし、干渉法では不要光が低減

するため、THz 波減衰率が 80dB 以上でも出力

電圧が変化する。よって干渉法の is-TPG への

適用でテラヘルツ波の検出感度は 10dB 以上向

上することが確認できた。 
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Fig. 1 Phase shift interferometer using is-TPG    Fig. 2 Measurement results 

第78回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2017 福岡国際会議場)8a-A405-5 

© 2017年 応用物理学会 03-522 3.9


